
　　　　

2025 年 5 月 2 日

8 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

●季節に合わせた行事（お花見、七夕、夏祭り、ハロウィン、クリスマス会、初詣、節分等）
●誕生日会

（別添資料１）

家族支援

●ご家族からの相談や悩みに対しての相談援助
●親子交流会を提供
●ご家族のレスパイト

移行支援

●園への移行支援または併行利用に向けて、連携して情報共有などの必要
な支援

地域支援・地域連携

●こども園、幼稚園、保育園、児童相談所、行政などの各関係機関や、障害児
通所事業所、相談事業所などの障害福祉サービスとの連携や情報共有を行いま
す。

職員の質の向上

●外部で行われる研修に参加
●事業所に講師を招いて研修会の実施

支　援　内　容

●心身の状態を確認し、体調の変化に対応します。
●重症心身障害児は必要な医療ケアを提供し、体調管理を行います。
●呼吸状態や痙攣発作時による体調の変化を観察し、早期発見・早期対応に努めます。

●感覚に働きかける遊びを通して、五感からの情報をキャッチする力を育みます。
●遊びを通して、日常生活を送る上で必要となる移動や姿勢保持、運動動作の習得を目指します。

本
人
支
援

●小さな目標を設定し、達成感を味わうことで自信をつけられるよう支援します。
●玩具や教材を使用した遊びを通し、物との関わりを豊かにすることで、生活の中で分かることやできることの幅が広がるように支援します。
●好きなことや興味を活かした活動を提供することで、見る、聞く、触るという行動を促し、身の回りの物事はの注目・理解に繋がるよう支援します。

●言葉や身振り、表情など一人一人に合ったコミュニケーションの方法を探り、意思表示のためのサポートを行います。
●活動や生活支援の場面では、必ず声掛けを行い、支援に対しての反応を観察します。

●様々な遊びや体験を通して、他者と自分の関わり（他者に合わせるなど）の機会を取り入れます。
●活動や行事を通して色々な事を体験し、経験値を増やしていきます。

支援方針

●一人一人の特性に合わせて安心・安全に過ごして頂けるよう支援します。
●社会自立をするために職員や友達と関わりながらコミュニケーション能力を高めていきます。
●さまざまな活動を通して、色々な体験を行い、仲間と楽しい時間を過ごすと共に、季節や年齢に合わせた日中活動の場作りを提供します。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 利用者の生命と生活を守り、心身の成長発達を援助します。地域のニーズに合わせ、施設機能を地域社会に還元し、地域との交流を大切にします。

事業所名 多機能型事業所あにまーと 作成日支援プログラム（児童発達支援）


